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1. はじめに 

  2005 年 12 月に公開されたオンライン事典 Weblio[1]は Wikipedia[2]など複数の辞書・事典を

横断して検索できるサービスで、2008 年 3 月 25 日時点で 417 の辞書を網羅している。ビジネス、

生活、文化、学問など広範なカテゴリに及び、検索により該当記事本文が一覧表示されるため有用

なツールとなっている。 

 その学問分野の中に分子ビューア Jmol[3,4]を利用した「動く分子事典」[5]を 2006年 5月に追加

し、他項目とともに分子モデルを表示できるようにして分子に対する関心を高めてもらう試みとした。 
 

2. Weblio版「動く分子事典」の概要 

  「動く事典」[5]としてはWebサイト「生活環境化学の部

屋」[6]収録データから「動く香りの分子事典」、「動く薬物

事典」、「動く農薬事典」、「動く高分子事典」の 4 点を

Weblio[1]のサーバに置いて他辞書との一括検索を可能

にした。そのために、分子座標等の元データを含んだ

Jmol ファイルなどの情報を Weblio 側へ提供し、独自シ

ステム設定に従って登録作業を行った。 

 「Weblio」では、辞書をはじめとするコンテンツのデータ

を取得し、Java プログラムによって統一的な形式に変換

することで、一覧表示に最適な仕組みを実現している。

情報提供元からは事前にコンテンツの利用許諾を得て

いる。Weblio のシステムは、OS、Webサーバ、サーブレ

ットコンテナ、データベースソフトウェアなど、ほとんど全

てのシステムをオープンソースソフトウェア（OSS）の組み

合わせによって実現している。ハードウェアは主に中古

サーバを調達し、自社内で運用している。 

図 1 に検索語をジクロルボスにした時の「動く農薬事

典」の表示部分を示す。 
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図 1  Weblio 版「動く農薬事典」にお

けるジクロルボスの表示 


